
●イッキにルビ振りは、一太郎のルビを
InDesign のルビに変換するプラグイン
です。

●一太郎の優れたルビ振り機能を、
InDesign を中心とした DTP ワークフ
ローに生かせます。

●実行ボタンを押すと、ルビ入り一太郎
文書（doc 形式保存）が、InDesign の
タグ付きテキストに変換され、自動で
流し込みが行われます。
　税込み価格：7,980 円（パッケージ版）　

6,930 円（ダウンロード版）

「 イッキにルビ振り　ルビコンバータ　for 一太郎 to InDesign 」

【使い方】

①一太郎の文書上でルビを振ります

　・一太郎文書は、Word（doc）形式で保存します。

　・総ルビや学年別漢字へのルビ振り、ルビの一括訂正（置換）などの
一太郎の機能については、一太郎の製品マニュアルをご覧下さい。

②「イッキにルビ振り」を起動し、変換の設定を確認します

　・必要に応じ、グループルビやカタカナルビなどの設定を行います。

　・通常は初期設定のままで変換できます。

③対象文書を選び、「イッキにルビ振り」の実行ボタンを押します

　・ルビが入った InDesign タグ付きテキストに変換されます。

④ InDesign 文書に、自動または手動でテキストを配置します

⑤ InDesign 文書上で、変換結果を確認します

【製品の主な機能・特長】

１．実行ボタンを押すだけで、一太郎のルビを InDesign のルビに変換します。

２．一太郎のルビ入り文書（doc 形式保存）が、InDesign タグ付きテキストに変換されます。

３．一太郎の優れたルビ振り機能を、DTPワークフローに生かせます。また、InDesign が入っていない PC上でも変換可能です。

４．独自開発のルビ変換エンジンが、一太郎のモノルビやグループルビを、高い精度で検出し変換します。

５．モノルビ・グループルビのどちらか、あるいは混在した出力が可能です。

６．カタカナのルビへの変換や、ルビ拗促音を大文字にすることが可能です。

７．一太郎での簡単な操作で、割注形式のルビが入力できます。

８．一太郎の傍点を、InDesign の圏点に変換できます。

９．ルビ変換後、自動で InDesign に配置して、ルビが振られた状態を確認することができます。

10．変換されたルビや圏点・割注には、InDesign 上で文字スタイルが付加されるため、体裁の変更が簡単にできます。

11．タグ付きテキストのヘッダ部分をカスタマイズすることができるため、文字サイズや書体などの基本体裁が付けられます。

12．Mac 用 InDesign のタグ付きテキストも、同時に作成することが可能です。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
＜開発・販売元＞

SND Software （エスエヌディー ソフトウェア）　
Tel ： 048-481-4265　Fax ： 048-229-4510　E-Mail ： snd@plala.to　
URL： http://www14.plala.or.jp/snd_soft/IK_RubyConv01/

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

for Windows　
Adobe InDesign 版　

【動作環境】

対応 OS：Windows Vista、XP
　　（注）最新のサービスパックが適用されていることが必要
　　　です。

必須アプリケーション：Microsoft Office 2002 以上の製品の
　　　うち、Word
　　（注）単体の製品でなく、 Office パッケージから
　　　インストールされていることが必要です。

対象アプリケーション：一太郎 2004 以上 および
　　　Adobe InDesign （ CS3 、CS2 、CS 、 2.0）

PC 基本スペック：Pentium 2GHz 以上（または同等の CPU) 、
　　　メモリ 256M 以上、HDD 空き 100M 以上、
　　　モニタ解像度 800 × 600 ドット以上

PC 推奨スペック：Pentium 3GHz 以上（または同等の CPU)、
　　　メモリ 512M 以上、HDD 空き 200M 以上、　
　　　モニタ解像度 1280 × 1024 ドット以上　

（注）記載の会社名および製品名は、各社の商標または登録商標です。

（注）『一太郎』は、株式会社ジャストシステムの著作物であり、『一太郎』にかかる 著作権その他の権利は、株式会社ジャストシステム
　　および各権利者に帰属します。 『一太郎』は株式会社ジャストシステムの登録商標（商標）です。


